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令和６年
９月定例会

No.63

■請願（２件採択）
◯�佐賀県立鹿島高等学校の講堂を保存利活用するた
めの調査を求める請願書
◯�一般社団法人佐賀県歯科医師会立・佐賀歯科衛生
専門学校の存続に関する請願

■意見書（１件可決）
◯私学助成の充実強化等に関する意見書

令和６年９月定例会
議案採決結果一覧表（PDF）

その他の議案等はこちら➡

令和６年９月定例会で請願などが次のとおり採択されました

　令和６年９月定例県議会では、県立大学の設置関連をはじめ、
九州新幹線西九州ルート関連、在来線対策、佐賀空港の自衛
隊使用要請関連、知事の政治姿勢、玄海原子力発電所関連、
ＳＡＧＡ２０２４関連、子育て支援、災害対策、農業・農村の振興、
県内道路の整備や城原川ダム建設をはじめとした県土整備行
政、学力向上や英語教育などの教育行政、警察行政など県政
全般にわたる幅広い議論が展開されました。
　令和６年度補正予算案については、提出された５件の予算
案が原案のとおり可決されました。

令和６年 ９月定例会 概要 （会期 ９月１１日～１０月３日）

〇令和６年度補正予算関係
　◦令和６年度佐賀県一般会計補正予算（増額後総額約５，３２６億８，５００万円、対前年同期比５．３％減）
　◦国民健康保険事業特別会計補正予算　など計５件
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県
で
新
し
い
奨
学
金
制
度
を
創

設
す
る
場
合
、
選
考
や
貸
付
事

務
、
債
権
管
理
な
ど
の
負
担
が
新
た
な

課
題
と
な
る
た
め
、
日
本
学
生
支
援
機

構
な
ど
か
ら
奨
学
金
を
借
り
た
学
生
の

返
還
を
支
援
す
る
制
度
を
前
提
に
、
導

入
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

答

県
立
大
学
と
高
校
が
連
携
し
た
新
し
い

教
育
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
展
開
で
き
、
造

成
済
み
の
県
有
地
の
た
め
各
種
法
令
の

事
務
手
続
等
も
少
な
く
、
現
庁
舎
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
敷
地
内
で
の
新
校
舎
建

設
を
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と

が
可
能
だ
と
考
え
た
。

県
で
は
大
学
進
学
時
に
８
割

以
上
の
若
者
が
県
外
に
流
出

し
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
り
、

若
者
の
県
外
流
出
防
止
、
ひ
い
て

は
産
業
界
な
ど
の
人
材
確
保
が
県

立
大
学
設
立
の
一
番
の
目
的
で
あ

る
と
理
解
を
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
産
業
界
な
ど
の
人
材

確
保
が
目
的
で
あ
れ
ば
、
県
内
外

の
大
学
を
卒
業
す
る
県
出
身
者
が

県
内
企
業
に
就
職
す
れ
ば
返
済
免

除
と
な
る
奨
学
金
制
度
を
創
設
す

べ
き
で
あ
る
と
強
く
思
う
が
、
県

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

奨
学
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

問

県
立
大
学
の
立
地
場
所
が
佐

賀
市
の
佐
賀
総
合
庁
舎
敷
地

内
と
な
っ
た
が
、
そ
の
理
由
を
伺

い
た
い
。

　
　
　

近
年
の
大
学
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

で
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
施
設
、

既
存
の
建
物
や
近
隣
の
施
設
の
活
用
、

佐
賀
大
学
や
西
九
州
大
学
と
連
携
し
た

教
育
環
境
の
充
実
、
県
内
全
域
か
ら
の

通
学
の
利
便
性
と
い
っ
た
大
学
機
能
に

加
え
、
で
き
る
だ
け
早
く
開
学
を
実
現

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
幅
広
い
角
度

か
ら
の
検
討
を
重
ね
て
こ
の
場
所
に
決

定
し
た
。

　

近
隣
に
は
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ

パ
ー
ク
や
佐
賀
市
文
化
会
館
が
あ
り
、

商
業
施
設
と
も
近
く
、
佐
賀
駅
か
ら
も

徒
歩
圏
内
で
あ
る
た
め
、
大
学
と
し
て

躍
動
感
が
増
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
。
ま
た
、
複
数
の
高
校
と
も
近
く
、

県
立
大
学

立
地
場
所
に
つ
い
て

問答

■
質
問
議
員
※
質
問
順

本会議質問　各議員が行った質問の
中から一部を紹介いたします。

９
月
１８
日
（
水
）

●
八
谷
　
克
幸
（
自
由
民
主
党
）

●
藤
崎
　
輝
樹
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
木
村
　
雄
一
（
公
明
党
）

●
池
田
　
正
恭
（
自
由
民
主
党
）

●
弘
川
　
貴
紀
（
自
由
民
主
党
）

９
月
１９
日
（
木
）

●
江
口
　
善
紀
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
宮
原
　
真
一
（
自
由
民
主
党
）

●
定
松
　
一
生
（
自
由
民
主
党
）

●
指
山
　
清
範
（
自
由
民
主
党
）

●
冨
田
　
幸
樹
（
自
由
民
主
党
）

９
月
２０
日
（
金
）

●
原
田
　
寿
雄
（
自
由
民
主
党
）

●
中
村
　
圭
一
（
自
由
民
主
党
）

●
土
井
　
敏
行
（
自
由
民
主
党
）

●
酒
井
　
幸
盛
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
石
丸
　
太
郎
（
自
由
民
主
党
）

一
般
質
問

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

「
佐
賀
県
議
会
映
像
配
信
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

奨学金返還支援のイメージ
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県
で
は
佐
賀
県
食
品
ロ
ス
削

減
推
進
計
画
を
令
和
３
年
に

策
定
し
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の

計
画
の
数
値
目
標
の
一
つ
と
し
て
、

市
町
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
削
減
推

進
計
画
の
策
定
率
１
０
０
％
を
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
在

の
策
定
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
意
識
し
て
食
品
ロ
ス
の

削
減
に
取
り
組
む
人
の
割
合
は
、

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

　
　
　

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
を
策

定
し
て
い
る
県
内
の
市
町
は
、

昨
年
度
末
で
２
自
治
体
で
あ
り
、
今
年

度
と
来
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
１
自
治
体
が

策
定
予
定
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
市
町
に
対
し
、
計
画
策
定
に
活

用
で
き
る
国
の
助
成
金
や
他
県
の
先
行

県
民
環
境

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て

問答

事
例
な
ど
有
用
な
情
報
を
収
集
、
提
供

す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
今
後
も
支

援
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
意
識
し
て
食
品
ロ
ス
の
削
減

に
取
り
組
む
人
の
割
合
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
令
和
２

年
度
が
６６
％
、
直
近
で
６７
％
と
、
ほ
ぼ

変
化
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

食
品
ロ
ス
の
削
減
は
、
家
計
に
も
優

し
く
、
支
援
が
必
要
な
方
に
食
品
が
届

き
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る

と
い
う
多
く
の
よ
い
こ
と
が
あ
る
。
今

後
も
食
品
ロ
ス
削
減
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
県
民
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、

自
分
事
と
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
引
き
続
き
意
識
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

来
年
、
我
が
国
は
大
戦
の
終

戦
か
ら
８０
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
る
。

　
県
は
こ
れ
ま
で
、
戦
後
３０
年
、

５０
年
、
７０
年
と
い
う
節
目
で
県
主

催
の
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
さ
れ

た
が
、
ご
遺
族
の
高
齢
化
の
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
８０
年
の
節
目
の

持
つ
意
味
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大

き
い
も
の
だ
と
考
え
る
。

　
来
年
、
改
め
て
戦
没
者
を
追
悼

し
、
ご
遺
族
に
対
し
て
特
別
の
弔

意
を
表
す
と
と
も
に
、
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
へ

継
承
し
て
い
く
た
め
に
県
主
催
の

戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
す
べ
き
だ

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
、
２０
年
ご
と
の
節
目

の
年
に
、
県
主
催
の
戦
没
者
追

悼
式
を
執
り
行
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た

健
康
福
祉

戦
後
８０
年

�

県
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て

問答

中
、
佐
賀
県
遺
族
会
か
ら
、
遺
族
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
戦
後
８０
年

目
に
な
る
令
和
７
年
を
節
目
に
、
県
主

催
に
よ
る
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
て

も
ら
い
た
い
旨
の
要
望
書
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、ご
遺
族
の
高
齢
化
の
状
況
、

ご
遺
族
の
方
々
の
思
い
を
深
く
受
け
止

め
、
戦
後
９０
年
を
待
つ
こ
と
な
く
県
主

催
の
戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行
っ
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
る
。

　

来
年
、
県
主
催
の
戦
没
者
追
悼
式
の

開
催
に
向
け
、
佐
賀
県
遺
族
会
と
も
相

談
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
検
討
を
進
め

て
い
く
。

戦後７０周年	佐賀県戦没者追悼式
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歯
科
衛
生
士
の
養
成
校
で
あ

る
佐
賀
県
歯
科
医
師
会
立
佐

賀
歯
科
衛
生
専
門
学
校
は
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
歯
科
衛
生
士
を
輩
出

し
、
県
民
の
医
療
保
健
サ
ー
ビ
ス

の
質
及
び
量
の
維
持
に
寄
与
し
て

き
た
。
し
か
し
、
昨
今
の
少
子
化

や
大
学
等
へ
の
進
学
率
の
上
昇
な

ど
の
影
響
を
受
け
、
学
生
の
確
保

が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
学
生
数
の
減
少
は

学
校
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
だ
け
で
な
く
、
県
内
の
歯
科
医

療
、
保
健
事
業
の
維
持
さ
え
危
ぶ

ま
れ
る
事
態
に
な
る
の
で
は
と
危

惧
し
て
い
る
。

　
佐
賀
歯
科
衛
生
専
門
学
校
に
対

し
何
ら
か
の
支
援
を
し
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
県
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

　
　
　

県
内
に
歯
科
衛
生
士
を
数
多
く

輩
出
し
て
い
る
佐
賀
県
歯
科
医

師
会
立
佐
賀
歯
科
衛
生
専
門
学
校
の
学

佐
賀
歯
科
衛
生
専
門
学
校
へ
の

�

支
援
に
つ
い
て

問答

生
の
確
保
は
、
歯
科
衛
生
士
数
の
増
加

は
も
と
よ
り
、
県
内
の
歯
科
医
療
現
場

で
の
不
足
感
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

　

県
歯
科
医
師
会
と
は
こ
れ
ま
で
も
学

生
数
の
減
少
に
つ
い
て
対
策
を
話
し
合

い
、
今
年
度
か
ら
は
新
た
に
県
内
の
高

校
の
生
徒
や
保
護
者
、
教
員
に
対
し
、

歯
科
衛
生
専
門
学
校
の
存
在
や
歯
科
衛

生
士
の
仕
事
の
魅
力
を
発
信
す
る
職
員

を
配
置
す
る
費
用
に
つ
い
て
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
県
歯
科
医
師
会
と
意
見
交

換
を
重
ね
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
対
応

策
が
あ
る
の
か
引
き
続
き
考
え
て
い
く
。

全
国
調
査
に
よ
る
と
、
約
５

割
の
労
働
者
が
※
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
の

被
害
を
受
け
て
い
る
と
い
う
結
果

産
業
労
働

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

問

が
出
て
い
る
。

　
県
内
で
の
被
害
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。
ま
た
、
県
は
カ
ス
ハ
ラ

防
止
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　
　

県
で
は
今
年
、
県
内
企
業
を
対

象
に
カ
ス
ハ
ラ
の
実
態
調
査
を

実
施
し
た
。
回
答
が
あ
っ
た
企
業
の
う

ち
約
１２
％
が
直
近
２
年
以
内
に
被
害
を

受
け
、
約
６
割
の
企
業
で
対
策
が
遅
れ

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
早
急
な
対
応
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
カ
ス
ハ
ラ
ス
ト
ッ
プ
を
目
指

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
企
業
と
消
費

者
の
両
方
に
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

ま
ず
企
業
向
け
の
対
策
は
、
経
営
者

を
対
象
に
カ
ス
ハ
ラ
の
概
要
や
対
策
の

重
要
性
、
具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
方
法
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
、
各
企
業
の
状
況
に
応
じ
た
対
策
を

専
門
家
が
助
言
す
る
事
業
者
の
個
別
相

談
会
の
実
施
に
よ
り
、
企
業
の
対
応
能

力
向
上
を
目
指
す
。

答

　

ま
た
、
消
費
者
向
け
の
対
策
は
、
過

剰
な
要
求
や
暴
言
が
従
業
員
に
ど
れ
だ

け
大
き
な
負
担
を
与
え
る
か
な
ど
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
出
前
講
座
や

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
う
。

建
設
業
は
社
会
資
本
の
整
備

や
維
持
管
理
を
担
う
だ
け
で

な
く
、
災
害
時
に
は
緊
急
対
応
や

復
旧
活
動
に
対
応
し
、
地
域
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
県
内
建
設
業
は
担
い

手
不
足
の
状
況
に
あ
り
、
ま
た
、

※�

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト�

�

（
カ
ス
ハ
ラ
）

　

顧
客
か
ら
の
著
し
い
迷
惑
行
為
（
暴

行
、
脅
迫
、
ひ
ど
い
暴
言
、
著
し
く
不

当
な
要
求
等
）
に
よ
り
、
労
働
者
の
就

業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と

県
土
整
備

持
続
可
能
な
建
設
業
に
向
け
た

�

取
組
み
に
つ
い
て

問
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工
事
の
不
調
不
落
が
増
え
て
い

る
と
も
聞
い
て
お
り
、
社
会
資
本

の
整
備
や
災
害
復
旧
に
遅
れ
が
生

じ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て�

い
る
。

　
社
会
資
本
整
備
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
状
況
に
応
じ
た
入
札
契

約
制
度
が
必
要
と
考
え
る
が
、
県

は
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

　
　
　

県
で
は
、
働
き
方
改
革
の
取
組

み
と
し
て
、
週
休
２
日
の
推
進

や
施
工
時
期
の
平
準
化
な
ど
の
労
働
環

境
の
改
善
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
な
ど
生
産

性
の
向
上
に
向
け
た
省
人
化
、
ま
た
、

担
い
手
確
保
に
向
け
た
取
組
み
と
し

て
、
建
設
業
の
Ｐ
Ｒ
と
理
解
の
促
進
、

若
手
や
女
性
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

等
の
開
催
な
ど
、
就
業
者
の
育
成
、
定

着
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

不
調
・
不
落
対
策
と
し
て
は
、
技
術

者
が
兼
任
で
き
る
工
事
金
額
の
引
上
げ

や
工
事
件
数
の
緩
和
、
最
新
単
価
を
反

映
し
た
積
算
、
計
画
的
に
受
注
で
き
る

よ
う
４
半
期
毎
に
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
注
見
通
し
の
公
表
な
ど
を
行
っ
て

答

い
る
。
ま
た
、
受
注
者
が
工
事
着
手
日

を
決
定
で
き
る
フ
レ
ッ
ク
ス
方
式
に
よ

る
余
裕
工
期
の
導
入
な
ど
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

入
札
契
約
制
度
に
つ
い
て
は
、
最
新

の
施
工
技
術
や
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
で
き
る
、
設
計
と
施
工
を
単
一
業
者

に
発
注
す
る
Ｄ
Ｂ
方
式
や
、
設
計
段
階

か
ら
施
工
者
が
技
術
協
力
を
行
う
Ｅ
Ｃ

Ｉ
方
式
な
ど
、
多
様
な
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　

今
後
と
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て
県
内

建
設
業
が
持
続
可
能
な
産
業
と
な
る
よ

う
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
を
見
る
と
、
県
は
今

年
度
全
て
の
教
科
区
分
で
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
と
将
来
に
つ

い
て
大
変
危
惧
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
つ

い
て
、
県
教
育
委
員
会
は
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　

県
教
育
委
員
会
で
は
授
業
の
質

を
上
げ
て
い
く
た
め
、
授
業
づ

く
り
に
役
立
つ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
作

成
や
各
種
研
修
会
の
充
実
、
デ
ジ
タ
ル

教
材
の
開
発
な
ど
様
々
な
取
組
み
を

行
っ
て
き
た
。

　

今
回
の
学
力
調
査
の
分
析
結
果
か
ら

は
、
複
数
の
情
報
を
読
み
取
っ
た
り
、

根
拠
を
明
確
に
し
て
説
明
し
た
り
す
る

こ
と
に
課
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
対

教
育

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
つ
い
て

問答

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

「
佐
賀
県
議
会
映
像
配
信
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
、
県
政
全
般
に
つ
い
て
幅

広
い
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
問
項
目
】

◦
旧
姓
使
用
の
拡
大
に
つ
い
て

◦
在
来
線
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

◦
高
齢
者
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

◦
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

◦
佐
賀
県
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

�

な
ど

　

ま
た
、
消
費
者
向
け
の
対
策
は
、
過

剰
な
要
求
や
暴
言
が
従
業
員
に
ど
れ
だ

け
大
き
な
負
担
を
与
え
る
か
な
ど
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
出
前
講
座
や

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
う
。

建
設
業
は
社
会
資
本
の
整
備

や
維
持
管
理
を
担
う
だ
け
で

な
く
、
災
害
時
に
は
緊
急
対
応
や

復
旧
活
動
に
対
応
し
、
地
域
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
県
内
建
設
業
は
担
い

手
不
足
の
状
況
に
あ
り
、
ま
た
、

※�

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト�

�

（
カ
ス
ハ
ラ
）

　

顧
客
か
ら
の
著
し
い
迷
惑
行
為
（
暴

行
、
脅
迫
、
ひ
ど
い
暴
言
、
著
し
く
不

当
な
要
求
等
）
に
よ
り
、
労
働
者
の
就

業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と

県
土
整
備

持
続
可
能
な
建
設
業
に
向
け
た

�

取
組
み
に
つ
い
て

問

高校生ＩＣＴ施工体験（久留米市）

し
て
、
授
業
で
先
生
が
子
ど
も
た
ち
の

興
味
関
心
を
引
き
起
こ
す
と
と
も
に
思

考
が
深
ま
る
よ
う
な
問
い
か
け
を
行
っ

た
り
、
質
の
高
い
話
し
合
い
活
動
を
取

り
入
れ
た
り
す
る
こ
と
で
力
を
つ
け
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

学
校
現
場
で
は
、
一
人
一
人
の
学
習

の
到
達
度
に
幅
が
あ
る
中
で
授
業
の
質

を
上
げ
て
い
く
こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち

の
力
の
引
き
出
し
方
な
ど
日
々
工
夫
を

重
ね
研
究
し
、
実
践
し
て
い
る
。
県
教

育
委
員
会
と
し
て
も
そ
の
取
組
み
が
さ

ら
に
充
実
す
る
よ
う
に
、
今
後
も
現
場

を
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
。
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総
務
常
任
委
員
会

　付託議案５件が原案可決、３件が同意されました。

【主な付託議案】
◦一般会計（補正）予算関係分
◦県事業に対する市町の負担について

【主な質疑事項】
◦県立大学について
◦県職員に対するカスタマーハラスメント対策について
◦公益通報制度の運用について　　など

佐賀総合庁舎
（県立大学設置場所の状況等について）

【現地視察の様子】

農
林
水
産
商
工
常
任
委
員
会

　付託議案３件が原案可決されました。

【主な付託議案】
◦一般会計（補正）予算関係分
◦国営土地改良事業に対する市町の負担について
◦県営土地改良事業に対する市町の負担について

【主な質疑事項】
◦県内企業の成長や発展に向けた取組みについて
◦「さが園芸８８８運動」による園芸振興について
◦唐津市沖洋上風力発電について　　など 玄海水産振興センター

（玄海地区における水産振興に向けた取組みについて）

【現地視察の様子】

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　付託議案５件が原案可決、請願２件が採択となりました。

【主な付託議案】
◦一般会計（補正）予算関係分
◦県有財産の取得について

【主な質疑事項】
◦海洋プラスチックに関する国際シンポジウムについて
◦離婚後のこどもの共同養育について
◦中教審答申の受け止めと現状について
◦いじめ及び不登校について　　など 佐賀県立鹿島高等学校赤門学舎	講堂

（講堂の保存状況について）

【現地視察の様子】

地
域
交
流
・
県
土
整
備
常
任
委
員
会

　付託議案４件が原案可決されました。

【主な付託議案】
◦一般会計（補正）予算関係分
◦港湾整備事業特別会計補正予算
◦道路改良工事に係る請負工事費の不足に対する損害賠償について

【主な質疑事項】
◦九州陶磁文化館の運営について
◦九州新幹線西九州ルートについて
◦佐賀県橋梁長寿命化計画について
◦県管理道路における交通安全対策について　　など

城原川ダム建設予定地
（事業概要及び進捗状況について）

【現地視察の様子】

常任委員会 及び 特別委員会

6202４.１2 №６３202４.１2 №６３  さが県議会だよりさが県議会だより



　国土交通省大臣官房審議官の足立基成氏を参考人として�
招致し、質疑を行いました。
【主な質疑事項】
◦幅を持たせたルート帯での環境影響評価実施の可否
◦�並行在来線の概要と新幹線開業地域における状況及び国の
支援策
◦�北陸新幹線敦賀・新大阪間の詳細ルートの概要及び環境影
響評価の進捗状況
◦�佐賀県の財政負担の軽減方法や整備新幹線の財源スキーム
変更の可否
◦物価や人件費等の高騰を踏まえた概算事業費の再試算
◦�「幅広い協議」のこれまでの概要と県との協議に向き合う
姿勢及び今後の協議のあり方� など

新
幹
線
問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

高
等
教
育
機
関
問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

　付議事件質疑を行いました。
【主な質疑事項】
◦県外に進学する学生の受け皿となり得る根拠
◦�「佐賀学」の科目イメージと地域で活躍できる人材育成の
内容
◦�県立大学の支援を目的とした県民からの寄付を募る場合の
種類とその特徴
◦県立大学設置にかかる建設費などを示した広報の時期
◦経済界との連携にかかる現在の協力事業所数と今後の目標
◦県立大学設置場所の決定理由と評価の内容及び他の候補地
� など

【質疑の様子】

【質疑の様子】

　県議会の本会議や常任委員会、特別委員会はどなた
でも傍聴できます。
　また、車椅子利用者、介助者各５名分用のスペース、
音声自動認識技術（UDトーク）による字幕表示モニター
もあります。

お待ちしています
みなさまの傍聴を

登壇者以外の様子や議場の雰囲気など、

中継にはない臨場感で傍聴できます

インターネットでも
本会議、
各委員会の様子を
リアルタイムで
視聴できます。
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〒
８４０−

８５７０　
佐
賀
市
城
内
一
丁
目
１
番
４５号

「
さ
が
県
議
会
だ
よ
り
」

の
次
号
は
、３
月
１
日
発
行
で
す
。

佐
賀
県
議
会
事
務
局
政
務
調
査
課

お
読
み
に
な
っ
た

ご
感
想
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

見
や
す
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ＴEL	０９５２−
２５−

７３０６　
FAX	０９５２−

２５−
７２７９

E-m
ail　

gikai@
pref.saga.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.pref.saga.lg.jp/gikai/

インターネット中継佐賀県議会会議録 録画放送

本会議（委員会）の様子を
リアルタイムで視聴できます

（開会中のみ）

平成１１年以降の
会議録を検索できます

インターネット中継の日から
４営業日後を目途に

公開しています（土日祝除く）

令和元年以降の
映像を公開
しています！

高校生の皆さんと高校生の皆さんと
意見交換会を開催しました意見交換会を開催しました！！

ＨＰにも
掲載して
います

　１０月に早稲田佐賀高等学校の生徒の皆さん（２０名）と県議会
議員（１０名）との意見交換会を開催しました。
　学生と議員でグループをつくり、「佐賀県の魅力をUPさせるためには」、「若者の政治参加につい
て」のテーマについてそれぞれ意見を交換しました。その後の結果報告では、議員だけでなく生
徒同士でも質疑が飛び交うなど、闊達な意見交換となりました。

　◆��佐賀県の魅力ＵＰのテーマでは、インフルエンサーによるＰＲやご当地キャラの開発、特産
品のＰＲにふるさと納税サイトを活用するといった意見が出ました。

　◆��若者の政治参加のテーマでは、ネットを活用することのメリットと課題が示されたほか、投
票を生活に取り入れるための工夫として、選挙休暇の提案などの意見が出ました。

全
チョルラ
羅南
ナム
道
ド
議会議員と佐賀県議会議員との� �

� 意見交換会が開催されました　　　
　１０月に韓国の全羅南道議会韓日議員親善協議会の議員の方々が佐賀
県を来訪され、佐賀県議会国際交流推進議員連盟の議員との意見交換会
が開催されました。
　全羅南道の概要についてご説明いただいた後、「議会間の交流を通じ
た実務的な交流の探求」をテーマに、今後の交流等について意見交換が
行われました。

全羅南道議会宋代表（左）との
記念品交換
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